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トリップアドバイザー発表

お
椀
を
逆
さ
に
し
た
よ
う
に
、

松
山
平
野
の
真
ん
中
に
ぽ
っ
か
り
浮
か
ぶ
勝か
つ
や
ま山

。

こ
の
周
辺
に
芦
原
が
広
が
っ
て
い
た
江
戸
の
初
め
、

勝
山
に
城
が
築
か
れ
た
こ
と
か
ら
、
松
山
の
ま
ち
は
始
ま
り
ま
し
た
。

よ
く
も
ま
あ
百
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
山
上
に
、

こ
れ
ほ
ど
凛
々
し
い
城
を
造
っ
た
も
の
だ
と
、

殿
様
や
建
設
に
関
わ
っ
た
人
々
の
、
情
熱
と
労
苦
が
偲
ば
れ
ま
す
。

明
治
の
昔
、
松
山
出
身
の
俳
人
・
正
岡
子
規
は
、

松
山
城
天
守
が
写
っ
て
い
る
、
当
時
ま
だ
珍
し
か
っ
た
絵
葉
書
を
、

終
生
、
大
切
に
持
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

子
規
さ
ん
の
よ
う
に
、
お
城
は
松
山
人
の
心
の
寄
り
ど
こ
ろ
。

四
方
か
ら
仰
ぎ
見
る
天
守
は
、

細
胞
の
奥
ま
で
イ
ン
プ
ッ
ト
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

緑
の
森
の
そ
の
上
に
、
天
守
や
櫓や
ぐ
ら

群
が
悠
然
と
佇
ん
で
、

ま
ち
の
風
景
に
溶
け
合
っ
て
い
る
50
万
都
市
・
松
山
。

こ
の
ま
ち
の
原
点
で
あ
る
松
山
城
と

そ
の
ふ
も
と
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
ま
し
た
。

四
方
か
ら
お
城
が
見
え
る
暮
ら
し
の
、

心
の
安
ら
ぎ
を
思
う

田舎のおだやかさもあれば都会の便利さもある。
文化や歴史の楽しみもあれば、海や島の楽しみもある。
あったかい温泉もあれば、あったかい人間味もある。
松山は、何かひとつだけがスゴイのではなく、いろんなよさが絶妙に程よく混ざり合う街です。
気の向くままにいろいろ楽しみ、味わい、暮らせる街です。
そういう松山らしい、ちょうどいい豊かさ。この街に住む人、訪れる人に、もっともっと。

表紙写真は松山市の北東に位置する、瀬戸風峠から見た早朝の松山城。
まちが目覚める美しい時間である
このページの空撮写真は松山城の本壇を北東から撮影

天守 南隅櫓三ノ門南櫓

二ノ門南櫓
一ノ門南櫓

二ノ門

三ノ門

艮門東続櫓 天神櫓
仕切門

野原櫓

乾櫓

乾門十間廊下
乾門東続櫓

北隅櫓

※本誌に掲載している情報は、「暖暖松山」編集部が独自に選定しています。　
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蒲生時代を想定。
イラスト：香川元太郎
文字は「暖暖松山」編集部が記入

絶妙に配置された
門や櫓や石垣
他に類をみないほど建造
物が多く、国重要文化財
の宝庫（21 棟）。

すぐれた山全体のグランドデザイン

本丸

三之丸

二之丸

出丸（
ひ が し く る わ

東郭）

本壇

北登り石垣
南登り石垣

黒門口登城道
（正規の入城ルート）

屏風折れの石垣

出丸（北
きたくるわ

郭）

ト
ー
タ
ル
に
魅
せ
る

本
物
の
城
！

現
存
12
天
守
だ
か
ら
、
本
格
的
な
城
で
あ
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

だ
が
、
城
マ
ニ
ア
も
城
好
き
で
は
な
い
人
も
と
り
こ
に
す
る
の
は
、

総
合
力
に
す
ぐ
れ
た
魅
力
が
大
き
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

山
全
体
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
る
ス
ケ
ー
ル
感
。ス
カ
ー
ト
の
よ
う
な
高
石
垣
。

林
立
す
る
建
物
群
。
考
え
尽
く
さ
れ
た
配
置
と
構
造
。

極
め
つ
け
は
、
瀬
戸
内
海
ま
で
見
え
る
て
っ
ぺ
ん
か
ら
の
眺
望
。

近
代
都
市
の
ど
真
ん
中
の
、
１
３
２
m
の
山
頂
に
、

城
た
る
も
の
は
こ
う
だ
！
と
い
わ
ん
ば
か
り
に
佇
ん
で
い
る
。

本
物
の
城
だ
か
ら
、
す
こ
ぶ
る
カ
ッ
コ
い
い
の
だ
。

山頂に本丸、山腹に二之丸、山麓
に三之丸の雄大な城構えをなす。

【  松山城のここがイイね !  】

松
山
城
が

愛
さ
れ
る
理
由

圧倒的な「本丸・本
ほ ん だ ん

壇」と
珍しい「登り石垣」

【松山城鳥
ちょうかん

瞰復元図】

　
松
山
城
の
最
大
の
特
徴
は
、本
丸
・

本
壇
と
登
り
石
垣
で
あ
る
。

　
本
壇
に
は
、
天
守
・
小
天
守
や
櫓
や
ぐ
ら

を
渡

わ
た
り
や
ぐ
ら

櫓
で
結
ん
だ
、
完
成
度
の
高
い

連
立
式
天
守
が
建
つ
。
高
石
垣
で
が

っ
ち
り
と
ガ
ー
ド
さ
れ
た
中
に
、
櫓

や
門
が
高
密
度
に
配
置
さ
れ
て
、
迷

路
の
よ
う
。
侵
入
者
を
あ
ら
ゆ
る
所

か
ら
狙
い
撃
ち
で
き
る
よ
う
に
、
幾

重
に
も
仕
掛
け
が
施
さ
れ
て
い
る
。

　
中
央
に
位
置
す
る
天
守
は
、
縦
に

の
び
る
ス
マ
ー
ト
さ
は
な
い
が
、
力

強
く
て
武
骨
な
美
し
さ
を
持
つ
。
現

存
天
守
な
ら
で
は
の
木
の
温
も
り
と

古
の
風
情
が
、
往
時
を
一
層
し
の
ば

い
に
し
え

せ
る
。

　
山
の
斜
面
を
這は

う
よ
う
に
築
か
れ

た
登
り
石
垣
は
、
山
腹
か
ら
侵
入
す

る
外
敵
を
防
ぐ
た
め
の
も
の
で
、
山

頂
の
本
丸
と
山
麓
の
二
之
丸
を
繋
い

で
、
南
北
一
対
あ
っ
た
。
全
国
で
残

っ
て
い
る
の
は
、
松
山
城
、
彦
根
城
、

洲
本
城
が
知
ら
れ
る
が
、
松
山
城
の

そ
れ
は
と
り
わ
け
大
規
模
だ
。

　
天
守
は
戦
時
を
想
定
し
て
造
ら
れ

た
も
の
で
、
平
時
に
人
が
住
む
所
で

は
な
い
。
藩
主
の
住
居
や
藩
政
を
取

り
仕
切
る
政
庁
は
二
之
丸
・
三
之
丸

に
あ
り
、
大
名
家
の
華
麗
な
暮
ら
し

は
こ
こ
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

　登り石垣は豊臣秀
吉の朝鮮出兵の際、
現地に造った日本の
城を守るために採っ
た手法。参戦した加
藤嘉明が、この時の
経験をいかして造っ
たといわれる。南登
り石垣はほぼ完全に
残っており、230 ｍ
以上に及ぶ

　二之丸は蒲生忠知
の時代に完成。藩主
の住居である奥御殿
と、政庁の表御殿が
あった。大井戸のほ
か大砲台も設けられ
ていた。松平氏時代
から、政庁は三之丸
に移る。写真は松山
城二之丸史跡庭園

登り石垣

松山藩ミニ知識

二之丸

伊予で20万石の大名になった加
かとうよしあき

藤嘉明が、勝山に
拠点を移して地名を松山と改める。→会津藩に転封

蒲生忠知が 24 万石で入封。→跡継ぎがなく死去したため断絶

松平定行が 15 万石で入封。→明治維新まで 15 代続く

1603年

1627年

1635年

富士山の形をした千鳥破風（ちどりはふ）と曲線の
柔らかな唐破風（からはふ）が重なる凛 し々い天守。
左に小天守が見える。松平定行が建てた三重の天
守は、1784 年落雷により焼失。 現在の天守は幕末
になって再建されたもので、現存 12 天守の中では
最も新しい。だが、定行創建の天守を踏襲して建て
られたため、黒の下見板張りの外観などに古風な部
分を遺している。

まつだいらさだゆき

がもうただちか

0203

｜  愛される松山城  ｜



質
実
剛
健
な
城
な
の
で
、

優
美
な
装
飾
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

そ
れ
で
も
隅
か
ら
隅
ま
で
目
を
凝
ら
し
て
、

楽
し
い
印
や
形
を
探
し
て
み
よ
う
。

そ
の
意
味
を
知
る
と
意
外
に
お
も
し
ろ
い
。

目
を
凝
ら
し
て
見
て
み
よ
う

松
山
城
で
見
つ
け
た

楽
し
い
印
や
形松平家初代藩主定行の父は徳川家康の異父弟。もとは久松家だったが、

家康が松平姓を名乗らせたため三つ葉葵を使用。また久松家の遠祖が
菅原道真のため星梅鉢も使用。長持（左写真）には 2 つの家紋が並ぶ

三代城主松平家の家紋は「三
み つ ば あ お い

つ葉葵」と「星
ほしうめばち

梅鉢」の 2 つ

左三つ巴の紋様が入った陣旗（じん
ばた）は天守に展示。巴紋（ともえ
もん）は水が渦巻いている様を表現

二代城主蒲生家「左
ひだりみつどもえ

三つ巴」　

加藤嘉明は賤ヶ岳（しずがた
け）七本槍の一人。加藤清正
と同じ加藤家の家紋「蛇の目」

初代城主加藤家の「蛇
じ ゃ の め

の目」

釘隠しや補強のための装飾
金物。直径約 15cm。子孫
繁栄を願うという説もある

大扉の乳
にゅうびょう

鋲

唐破風の懸魚を兎の毛通し
と呼ぶがここにも♡。写真
は昔使用された天守玄関

兎
う

の毛
け ど お

通しにも

六角形の花形の彫刻は六葉
と呼ばれ、釘隠しに使われ
る。その中に猪の目を発見

懸
げ ぎ ょ

魚の中心にある六
ろくよう

葉

八双金物は装飾用金具で、
板が割れないよう補強してい
る。多くの♡がある

城門の八
はっそうかなもの

双金物

野原櫓は角材が使われ
ているのに、なぜか波
型になっている

波型の漆喰

角材を使っているのでこ
ういう形。松山城のほ
とんどが角型漆喰

角型の漆喰

下部分が開く石落としは、　
石を落としたり鉄砲で攻撃し
たりするための穴

石垣にはさまざまな刻印が残っている。石積み作業には多くの石工集団が関わったことから、責任を明確にするために付けられた
石工組頭の屋号だといわれる。○、□、△、卍、坊っちゃん団子のようなユニークな形もあり、種類が多い。

石落とし

正方形は鉄砲狭間で長方
形は矢狭間。松山の古絵
図には三角形の狭間も

鉄
て っ ぽ う ざ ま

砲狭間

天守 2 階の下見板の裏面
から発見された侍の似顔
絵の落書き。絵の人物は
工事の指揮 ･ 監督だった
作業奉行だろうといわれて
いる。天守内に展示。

な
か
な
か
お
上
手
！

侍の
似顔絵

　
近
世
の
城
下
町
は
戦
国
の
世
に
生

ま
れ
た
。
天
下
統
一
を
目
指
し
て
新

し
い
時
代
を
つ
く
っ
た
織
田
・
豊
臣

政
権
の
周
り
に
は
、
優
秀
な
土
木
建

築
集
団
が
生
ま
れ
、
家
臣
団
が
全
国

に
配
さ
れ
る
に
つ
れ
て
、
最
新
の
治

水
や
築
城
技
術
が
広
ま
っ
て
い
っ
た
。

　
松
山
城
と
城
下
町
の
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
も
、
豊
臣
秀
吉
の
家
臣
だ
っ

た
加
藤
嘉
明
の
発
案
に
よ
る
も
の
だ
。

水
軍
を
擁
し
て
い
た
嘉
明
は
、
松
山

平
野
に
領
地
を
得
た
当
初
、
ま
ず
は

海
に
面
し
た
松ま
さ
き前

に
城
を
築
い
た
。

　
し
か
し
関
ヶ
原
で
徳
川
方
に
つ
き
、

二
十
万
石
の
大
名
と
な
っ
て
み
る
と
、

松
前
は
領
地
の
中
心
か
ら
遠
く
、
城

下
町
を
広
げ
る
条
件
に
も
欠
け
て
い

た
。
そ
こ
で
嘉
明
は
、
平
野
の
ほ
ぼ

中
央
に
位
置
す
る
勝
山
に
城
を
築
き
、

周
囲
に
新
し
く
城
下
町
を
設
け
る
こ

と
に
し
た
の
で
あ
る
。

　
嘉
明
は
、
平
野
の
治
水
と
城
の
建

設
を
、
美
濃
出
身
で
、
土
木
に
秀
で

た
重
臣
・
足あ
だ
ち
し
げ
の
ぶ

立
重
信
に
任
せ
た
。
石

手
川
の
流
路
を
変
え
る
な
ど
、
巧
み

な
河
川
改
修
が
行
わ
れ
た
。

　
築
城
と
同
時
に
行
わ
れ
た
都
市
計

画
で
は
、侍
屋
敷
や
商
家
、職
人
町
の

敷
地
を
き
っ
ち
り
と
定
め
た
。
重
臣

は
城
の
山
麓
地
帯
に
、
三
之
丸
や
代

官
町
に
上
級
・
中
堅
武
士
を
置
い
た
。

町
人
町
は
城
の
北
西
に
配
し
、
非
常

時
に
は
軍
事
施
設
と
も
な
る
寺
院
を

城
の
北
に
集
め
て
寺
町
を
つ
く
っ
た
。

　
最
大
の
問
題
は
、
港
か
ら
遠
い
こ

と
だ
っ
た
が
、
新
た
に
良
港
の
条
件

に
恵
ま
れ
た
三み
つ
は
ま

津
浜
港
を
改
修
し
、

松
前
の
水
軍
を
移
し
て
船
奉
行
を
置

大
手
町
、
歩か

ち

ま

ち

行
町
、
鉄て

っ
ぽ
う
ち
ょ
う

砲
町
。

現
在
も
残
る
町
名
に
、

城
下
町
・
松
山
誕
生
の
と
き
が
息
づ
く
。

士
農
工
商
と
防
備
を
映
し
た
都
市
計
画

加か

と

う

よ

し

あ

き

藤
嘉
明
が
描
い
た

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

湊 町

石手
川

念
斉
堀
（
外
濠
）三之丸

二之丸

本 丸

このあたり一帯は
代官町と
呼ばれていた

歩
行
町

大
手
町

寺院が点在 江戸初期の
松山城下の想像図
（「暖暖松山」編集部が作成）鉄砲町

町家（商人・職人）
は現在ある町名

下級武士（足軽・中間など）
上級・中堅武士

き
、
商
人
も
呼
び
寄
せ
た
。
三
津
浜

港
と
城
下
を
結
ぶ
交
通
は
、
藩
に
よ

っ
て
陸
路
が
整
備
さ
れ
た
が
、
時
代

が
下
る
と
、
民
間
に
よ
る
河
川
交
通

も
盛
ん
に
な
る
。
市
内
中
心
部
に
あ

る
現
在
の
繁
華
街
・
湊
町
の
名
は
、

三
津
浜
港
か
ら
荷
物
を
の
せ
た
高
瀬

舟
が
、
現
在
の
松
山
市
駅
の
裏
ま
で

の
ぼ
っ
て
き
て
、
川か
わ
み
な
と湊と

な
っ
て
い

た
こ
と
に
由
来
す
る
と
い
わ
れ
る
。

　
松
前
の
商
人
た
ち
は
、
城
下
に
も

移
り
住
ん
だ
。
今
も
松
山
市
内
に
松

前
町
の
名
が
残
る
な
ど
、
四
百
年
後

に
ま
で
、
城
下
町
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
は
、
原
型
を
留
め
て
い
る
。
街

中
か
ら
天
守
を
ふ
り
仰
ぐ
と
き
、
松

山
城
誕
生
の
昔
が
す
ぐ
そ
ば
に
あ
る

よ
う
な
気
が
す
る
。

　美しい緑の土手に縁取られ、市民の憩いの場で
ある濠は、なくてはならない城下町松山のシンボル
だ。しかし昭和 23 年、お濠は消滅の危機を迎えた。
この夏の猛暑で濠にボウフラがわき、進駐軍が埋
め立てを勧告したのだ。占領下にあった当時、こ
れは命令に等しかった。しかし、郷土の宝としてお
濠を愛し、その水を農業に利用していた住民は猛
反発。有志たちは運動を起こし、ついに埋め立て
中止を勝ち取った。かくして、お濠は残ったのである。

お濠
ほり

はつぶされるところだったColumn

※
松
山
空
港
の
南
で
、
現
在
の
伊
予
郡
松
前
町

天守閣からは360度の眺望が楽しめる。瀬戸内海の島影が美しい

石垣に刻まれたサイン

主な刻印の種類

歴代城主の家紋

6

1

軒裏には、角材を使用して造った角型の漆喰と、丸太材を使って造られた波型
漆喰が見られる。古い時代に作られた乾櫓や野原櫓、渡塀は波型である。

門の大扉などに打ち付けられた釘隠し
を、乳金物（ちかなもの）や乳鋲という。

おっぱい形の釘隠し

3

塀や壁にある四角形の窓穴は、敵の動きを確認したり弓矢や鉄砲で攻撃するた
めの「狭間」。松山城には夥しい数の狭間がある。石落としも多く防備は厳重。

四角形がいっぱい

4

ハート型にくり抜かれた穴はイノシシの目に似ていることから「猪（い）の目」と呼ばれる。火事の時、イノシシはいの一番
に逃げることから火除けの守り神といわれる。なお、屋根に取り付けた妻飾りは懸魚（げぎょ）と呼ばれる。その昔、水に
縁のある魚を付けて火除けのまじないにした。

おまじないのハート

2

卍は魔除けの
意味もある

軒裏のこだわり？

5

田 田の字

◦◦ 蛇の目

   井 井げた

三つ巴か

○ 丸に
一引き

□□ 桝形

一つ巴

三つ星

くつわ

丸に
二つ引き

矢
や ざ ま

狭間

※

問松山城総合事務所
☎ 089-921-4873

0405
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松山の旧藩士子弟の東京遊学を援助するた
め、学生寮の常

と き わ が く し ゃ

盤学舎を設立。子規が一期
生となった組織は現在も存続する。大正 12
年には、国が所有し陸軍の管理下にあった松
山城一帯を 3 万円で買い戻し、4 万円の維
持費をつけて松山市に寄贈した。

大正・昭和初期を通して活躍した建築家
で、愛媛県庁舎（現存）、新潟県庁舎、
日本赤十字大阪支部病院など、国内の
主要な建造物 300 あまりを手がけた。レ
ジオン・ドヌール勲章（仏）、赤十字勲
功十字章（独）など、受章も多い。

久
ひさまつさだこと

松定謨
（1867 ｰ 1943）
（写真／松山市立子規記念博物館）

木
き ご

子七
しちろう

郎
（1884 ｰ1955）
（写真／ニッタ㈱）

松山における漱石最初の下宿先「愛
あいしょうてい

松亭」跡碑
　明治 28 年、松山中学に赴任した漱石は、当初、この地
にあった古道具屋の二階に下宿し、子規への手紙に「眺望
絶佳の別天地」と書いている。虚子が訪問した時、漱石は
弓の練習をしていたという。ほどなく漱石は町中に移り、「愚

ぐ

陀
だ ぶ つ あ ん

佛 庵」と称した借家で暮らした。古道具屋の家は明治 30
年頃に久松家が所有。久松家に仕えていた虚子の長兄が住
むようになり、虚子は帰省すると二階に寝泊まりしたという。

Column

 萬
ば ん

翠
す い

荘
そ う

 ゆかりの人々
人々が吸い寄せられるように集い、さまざまなドラマを繰り広げた

磁場ともいえるところが松山城の麓にある。
若き夏目漱石が暮らし、高浜虚子もしばしば訪れた土地に、

のちに建てられた萬翠荘は、
皇族をはじめ数多の歴史上の人物を迎えて、あでやかな歴史をつむいできた。

戦禍を免れ、建築当時の華麗な姿を今もとどめる館は、
現在は一般公開されて、多くの人々を招き入れている。

フランス・ルネッサンス様式の洒落た洋館

1_ 山のラインを見ると、樹木の間より右から、松山城巽櫓（たつみ
やぐら）、隠門続櫓（かくれもんつづきやぐら）が顔をのぞかせている
2_ 帆船と波を描いた踊り場の大ステンドグラス。定謨が渡仏した時
の海原を想起させる。また、大階段の欄干は優美な彫刻が施されて
いる。なお館内では意匠を凝らしたステンドグラスが各所で見られる
3_ロココ調の椅子とテーブルが配された、エレガントな雰囲気の 2 階
迎賓室

萬翠荘は地下１階、地上３階で、建築費 30 万円は、現在の約 19
億円に相当するという。大戦後、ＧＨＱに接収されたのち、松山
商工会議所、松山家庭裁判所などを経て、昭和 29 年に県が取得。
県立郷土芸術館、県立美術館分館時代には、本格的なフランス料
理を提供するレストランもあった。平成 23 年に管理人舎とともに国
の重要文化財に指定され、現在は各種イベントに利用されている。
松山市一番町 3 丁目3-7 ☎ 089-921-3711
9：00 〜 18：00 月曜休館（祝日の場合は開館）

1

2

3

松山出身の洋画家・
八
や ぎ さ い か

木彩霞の描いた「神
奈川台場の風景」。神
奈川台場は幕末に松
山藩が築造した。八
木は黄色い箱で知られ
る森永ミルクキャラメル
のパッケージデザイン
や明治天皇肖像画など
で知られる

近
代
を
代
表
す
る
一
流
の

人
た
ち
の
技
術
の
結
晶

　
藩
政
時
代
に
家
老
屋
敷
が
あ
っ
た

こ
の
地
は
、
豊
か
な
緑
に
包
ま
れ
、

市
街
を
見
渡
せ
る
城
山
の
南
麓
に
位

置
す
る
。
明
治
期
に
は
古
道
具
屋
や

小
料
理
屋
が
営
ま
れ
て
い
た
よ
う
だ
。

漱
石
は
明
治
28
年
春
、
こ
こ
に
仮
住

ま
い
を
し
た
。
数
年
後
、
旧
藩
主
家

の
久ひ
さ
ま
つ松

定さ
だ
こ
と謨

伯
爵
の
所
有
と
な
っ
た
。

　
第
14
代
松
山
藩
主
定
昭
の
養
子
と

な
っ
た
定
謨
は
、
維
新
後
、
東
京
に

暮
ら
し
、
明
治
16
年
に
は
フ
ラ
ン
ス

の
陸
軍
士
官
学
校
へ
留
学
。
松
山
藩

士
の
家
に
生
ま
れ
た
秋
山
好
古
は
、

定
謨
の
世
話
係
と
し
て
渡
仏
し
て
騎

兵
戦
術
を
習
得
し
、の
ち
に
＂日
本
陸

軍
騎
兵
の
父
＂と
称
さ
れ
た
。

　
定
謨
は
陸
軍
引
退
後
の
松
山
で
の

住
ま
い
と
し
て
、
萬
翠
荘
の
建
設
を

計
画
。
設
計
は
、
日
本
を
代
表
す
る

建
築
家
・
木き

ご子
七し

ち
ろ
う郎

に
依
頼
し
た
。

宮
内
省
の
技
師
で
日
本
建
築
の
権
威

を
父
に
も
つ
木
子
は
、
東
京
帝
大
を

卒
業
後
、大
林
組
に
入
社
す
る
。松
山

出
身
で
松
山
大
学
の
前
身
・
松
山
高

等
商
業
学
校
を
創
設
し
た
実
業
家
・

新に
っ
た田

長ち
ょ
う
じ
ろ
う

次
郎
の
工
場
建
築
を
担
当
し

た
こ
と
が
機
縁
と
な
り
、
新
田
の
長

女
と
結
婚
、
新
田
家
の
建
築
顧
問
を

務
め
て
い
た
。
新
田
は
定
謨
を
敬
慕

し
、
定
謨
来
阪
時
の
滞
在
を
目
的
の

ひ
と
つ
と
し
て
、
南
紀
・
琴
ノ
浦
に

温お
ん
ざ
ん
そ
う
え
ん

山
荘
園
を
造
っ
た
が
、
そ
の
主
屋

も
木
子
の
設
計
で
あ
る
。

　
大
正
10
年
、木
子
は
ア
ジ
ア
・
欧

米
な
ど
へ
長
期
の
視
察
旅
行
に
出
る
。

萬
翠
荘
建
設
に
際
し
て
洋
式
建
築
の

学
習
を
深
め
る
た
め
と
も
い
わ
れ
、

出
発
前
の
基
本
設
計
で
は
柱
や
梁
の

み
を
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
に
し
て

い
た
が
、
帰
国
後
に
総
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
に
変
更
し
て
い
る
。

　
萬
翠
荘
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
は
木き

内う
ち
し
ん
た
ろ
う

真
太
郎
、
内
装
装
飾
は
高
村
光
雲

の
弟
子
の
相あ
い
は
ら
う
ん
ら
く

原
雲
楽
と
、
い
ず
れ
も

当
代
一
流
の
技
術
者
た
ち
が
担
当
し

た
。
木
内
は
大
林
組
の
仕
事
を
多
く

請
け
負
っ
て
お
り
、ま
た
、鴻
こ
う
の
い
け池
組
旧

本
店
の
仕
事
を
相
原
と
共
に
行
う
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
。

　
フ
ラ
ン
ス
生
活
が
長
か
っ
た
定
謨

の
好
み
を
映
し
た
フ
ラ
ン
ス
・
ル
ネ

ッ
サ
ン
ス
様
式
の
洋
館
は
、
大
正
11

年
に
竣
工
。
大
正
ロ
マ
ン
あ
ふ
れ
る

憩
い
の
場
と
し
て
、
建
築
か
ら
一
世

紀
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

0607
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10ファクトリー

揚げ鯛

東雲
かまぼこ

えひめ愛顔の
観光物産館

アート＆カフェ
港や

松山城
ロープウェイ
東雲口駅舎

加藤嘉明の銅像

東雲口登城道

松山東急REIホテル

大街道電停

選りすぐりのニッポンの工芸品
民芸品・雑貨 ROSA（ロサ）

愛媛産甘とろ豚もアルゼンチン風に
南米家庭料理 エスコバール

①
②

③

「民芸の魅力を今の生活に」と女性オーナーが各地で伝
承されている民芸品をセレクト。大洲和紙や内子の和蠟
燭、アイアンの燭台など、手仕事にこだわる愛媛の作家
の作品も並ぶ。
☎ 089-993-5608 11時〜 18 時 火曜休

愛 媛 版フィッシュ
＆チップスの揚げ鯛

（3ピース500円）。
フワフワな白身をお
試しあれ！

坂の上の雲ミュージ
アムと萬翠荘まで
歩いて 5 分程度

四国初の女子校として明治 19 年
に建学した松山東雲中学・高等
学校の正門は、松山城のふもとに
あることから、昭和 3 年、城郭風
に建築された

旬のみかんのソフ
トクリーム（380
円）は柑橘専門
店ならでは

久松・松平家
ゆかりの神社

　きょろきょろ見て歩くだけでも楽しい通り。統一されたお店の看板やテ
ント、段差がなくて明るいレンガ調の歩道、車のスピードが出ないように
蛇行している車道もユ
ニーク。通勤や通学な
ど地元の人の利用も
多く、通りから伊予弁
が聞こえてくる。夕闇
がせまると灯りがともり
ロマンチックな雰囲気
にかわる。

特製グリルで焼くアルゼンチンの肉料理をメインに、自
家製ソーセージのチョリソー、キッシュなど愛媛県産の
食材を使って提供。南米産のワインも充実。
☎ 089-946-9016 11時30分〜14時、18時〜24 時頃
水曜休（火曜の昼のみ休）

クラシカルな宝探しの愉しみ
アンティーク ヴィクトリアン

「ひとつひとつに物語のある西洋
アンティークを集めるのが好き」と
店主・久保田恵子さん。コーヒー

（500 円）を飲みながら店主と
古美術談義も楽しい。古伊万里
や輪島塗などもある。
☎ 089-941-3839
10時30分〜18時頃
水曜休

歩きたくなるヒミツ  
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
街

ぶ
ら
ぶ
ら
散
歩

一
番
町
と
松
山
城
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
乗
り
場
を
結
ぶ
約
５
０
０
ｍ
の
通
り
に
は

ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な
店
と
老
舗
が
混
在
し
て
い
て
、
と
て
も
お
も
し
ろ
い
。

お
店
の
人
と
の
会
話
も
自
然
と
弾
む
、
散
歩
へ
出
か
け
よ
う

新
旧
入
り
交
っ
た
元
気
な
通
り

店内で職人さんの

作業が見学できる

勝利の女神・神功皇后をモデルにし
たといわれる愛媛の郷土玩具・姫だ
るま。ヒョウ柄も（1000 円〜）

ぼ
く
は

合
格
祈
願
！

私
は
恋
愛
成
就
！

旅好きな女店主が作る世界の料理
ライラックデイズカフェ

通りを見下ろす隠れ家風カフェ。オーナーが旅して美
味しいと思った味を提供。もう一つの顔はキャンドルア
ート作家で、夜はその灯りとお酒が楽しめる。
☎089-961-4480 12時〜24時（日曜12時〜17時）
月曜休

粋でおしゃれな今治タオル
伊
い お り

織 松山店
全国展開のタオル専門店で、タオルソムリエも在中。肌
触りを確かめながら、洋服を選ぶようにタオル選びを楽し
める。有名デザイナーとコラボした限定品も随時店頭に。
☎ 089-993-7557 9時〜 19 時 無休

　階段を上った山門入口
のナンジャモンジャの木は
松山市指定の天然記念物。
ロープウェー街の街路樹は
その苗木から育てたもの。
5 月頃に白い花が、雪を
かぶったように咲く。

街路樹は
ナンジャ

モンジャの木

新鮮な地魚をすりつ
ぶして、油であげた
愛媛のソウルフード・
じゃこ天（160 円）。

愛媛の観光
案内所

店頭で焼き上げる関東風のうな重（1650 円〜）
はテイクアウトもOK。一軒隣りでは瀬戸内の鮨盛り

（昼1500 円〜、夜2000円〜）や、小魚と酢飯を
あわせた “ちらし ”も味わえる。
うなぎ小椋☎ 089-948-4550 11時〜 20時 水曜休
鮨小椋☎ 089-961-1243 11時〜 15 時、
17 時〜 21 時 水曜休

入
れ
も
の
の
柑
橘
は

季
節
で
変
わ
る

日本の粋な音に
こだわる専門店
杉原楽器

大正 13 年創業。琴、三味線、尺八、笛、
和太鼓の和楽器をはじめ、舞扇など舞
踊用品や和装小物などを扱う。
☎ 089-921-3863 9時〜 19時 水曜休

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑩ お気に入りのパール選びはここで
わかみや真珠店本店

創業昭和 31 年。先代が宇和海での真珠養殖のパイオニアで、今も生産
過程を知りつくすプロが選び方をアドバイスしてくれる。あこや真珠から淡
水パールまで豊富な品揃え。　☎ 089-931-0715 10時〜19時  水曜休

日替わりカレーの
ランチプレート（800円）

人気のミニハンカチ

みかんの花

椿の花

パ
イ
の
包
み
焼
き

エ
ン
パ
ナ
ー
ダ

10

7

6

1

2

8

“鰻”にする? 
“松山ちらし”にする?
うなぎ小椋／鮨小椋

3

4

明治時代に
タイムトリップ
珈琲舘赤煉瓦

骨董好きのオーナーが収集し
たアンティークの時計や和ガ
ラスのランプシェードなどレト
ロな雰囲気が漂う。本格派
サイフォン珈琲のモーニング
600円も。
☎ 089-932-6250
9時〜19 時
無休

5

日常雑器の砥部焼

松山城本丸まで
歩いて20〜30分

ロープウェイは約 3 分間、
リフトは約 6 分間乗車。
降車後歩いて約 10 分で
本丸の天守入口に着く。

松山東雲中学・高等学校は松山城東郭
（出丸）の跡地に建つ。ロープウェー街
の西側は石垣があちこちに見えて、その
面影をしのばせる。

石垣が見え隠れ

体がよろこぶ
野菜たっぷり料理
お野菜食堂 SOHSOH
ロープウェイ通り本店

「1g でも多くの野菜を」がポリシー。
人気は、肉か魚と地元の旬野菜をバ
ランスよく組み合わせた、「お野菜た
っぷり玄米定食（1050 円・税別）」。
単品料理と地元の日本酒も揃う。
☎ 089-998-7373
11 時〜23 時　無休

9

0809

｜  愛される松山城  ｜



賑わうメインストリートから裏通りへ。
そこには地元民から愛される店がたたずむ。
喧騒を忘れさせてくれるその場所には
城下町らしいあたたかなもてなしが息づく。

 　   

ラ
ン
チ
・
デ
ィ
ナ
ー
・
カ
ク
テ
ル
に

 
お
城
下
の
裏
通
り
に

た
た
ず
む
名
店

GOURMET

狭い階段を上がると、そこには15メートルはあろうかというロン
グカウンター。落ち着きのある雰囲気の中、折り目正しいバー
テンダーたちが出迎える。カクテルは多種多様。スタンダードも
いいが、やはりここは地元の柑橘を使ったカクテルをオーダーし
たい。温州みかん、伊予柑、デコポン、せとかなど、その時々
の旬の果実が、甘みと酸味の絶妙なバランスを生み出してい
る。また一年中味わえるキウイのカクテルや松山生まれのマダム
ロシャスなど、お楽しみはいろいろ。洗練されたもてなしとともに、
心地よい酔いへと誘ってくれるだろう。

柑橘王国が誇る旬のフルーツカクテルを

St BAR（セントバー）
松山市二番町 2-5-8 KONCHI BLD 2F | TEL  089-986-3567

19:00 〜翌 3:00（日曜・祝日は〜 24:00） | 不定休

Bar

「夫婦二人ですから、目立たないほうが自分たちのペースでやれ
ると思って」。オーナーシェフの門屋昌弘さんがそう呟く。ホテル
のフレンチレストランで腕を磨き、2013年 6月に開業。料理に
は努めて地元の野菜や魚、肉を使う。そしてフレンチの技法を
大切にしながらも、口馴染みの良い味わいを意識している。気
づけば「ひっそりと…」という店主の思惑を裏切り、松山の食
通が足繁く通う人気店になっていた。窓辺の席に腰をおろせば、
視線の先には夜の繁華街。ここには穏やかな時間が流れている。

カジュアルに楽しむ本格派フレンチ

kadoya（カドヤ）
松山市湊町 3-10-13 奥村ビル 2F | TEL 089-948-8155

11:45 〜 14:30、17：30 〜 22:30 | 不定休

佐浦小織さんの朝は、産直市場に足を運ぶことから始まる。そ
こで出会った松山産のみずみずしい野菜、中でも減農薬や無
農薬栽培されたものを手に取り、その日に仕入れた魚や肉で
献立を組み立てる。母親が家族の食卓を用意するように、味
わいはもちろん、栄養のバランスを考えながら調理を行う。少
し先には繁華街があるが、ここは街中とは思えない静かさに包
まれている。「だから私も落ち着いてお客様を迎えられるのかも」
と微笑む。人気のランチは盛りだくさんのおかずが並ぶ。「お
腹いっぱいになってね」。そんな彼女の声が聞こえた気がする。

地元の産直市が彼女のパントリー

Salut（サリュ）
松山市湊町 3-9-3 | TEL  089-945-0707

11:30 〜 19:00 | 水曜休

Cafe

チャージ500円、生のフルーツを使ったカクテル1000円〜、
マダムロシャス1000円

地元産の栗で育てた和栗豚の香草風味1458円、
松山産イチジクとマグレドカナールの燻製のサラダ仕
立て918円

1_地元素材と本場素材を巧みに組み合わせた料理を提供するオーナーシェフ
2_木製のダイニングセットが置かれた、居心地の良い店内
3_昼には写真のランチ（990円）のほか、予約制でプチコースも

季節のフルーツや木の
実をアレンジしたスクエ
アケーキ450円

雑貨やグリーンが飾ら
れた店の奥にはスキッ
プフロアがある

サリュのおひるごはん880円 この店の象徴ともいえるロングカウンター

目の前でフレッシュフルーツを
搾ってカクテルをつくる

dinner
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な
っ
ち
ゃ
ん
の
芸
能
人
一
番
弟
子
と
し
て
、

俳
句
の
種
を
ま
き
ま
す
よ
！

平
成
29
年
は
正
岡
子
規
・
夏
目
漱
石
生
誕
１
５
０
年
で
あ
る
。

テ
レ
ビ
の
俳
句
コ
ー
ナ
ー
で
も
人
気
の
俳
優
・
梅
沢
富
美
男
さ
ん
と
、

俳
都
松
山
大
使
・
夏
井
い
つ
き
さ
ん
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー（
主
催
・
松
山
市
）が
、
松
山
で
開
催
さ
れ
た
。

丁
々
発
止
の
や
り
と
り
と
、
俳
句
へ
の
熱
い
思
い
に
、
満
員
の
会
場
は
お
お
い
に
沸
い
た
。

耳
に
心
地
よ
い

共
通
の
リ
ズ
ム

―
梅
沢
富
美
男
さ
ん
は
最
初
、
こ
の

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
へ
の
出
演
を
お
断
り

に
な
っ
た
そ
う
で
す
ね
。

梅
沢
　
私
は
「
に
わ
か
俳
句
師
」
で

す
か
ら
、
俳
句
の
蘊う
ん
ち
く蓄

を
語
る
な
ん

て
無
理
に
決
ま
っ
て
る
で
し
ょ
。

─「
蘊
蓄
は
語
ら
な
く
て
い
い
か
ら
」

と
い
う
こ
と
で
お
い
で
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
松
山
の
印
象
は
い
か
が
で

す
か
。

梅
沢
　
松
山
に
は
何
回
か
公
演
で
来

て
い
ま
す
が
、「
み
か
ん
」
し
か
な

い
の
か
な
と
思
っ
て
た
。
と
こ
ろ
が
、

今
日
ち
ょ
っ
と
歩
い
た
ら
「
俳
句
ポ

ス
ト
」
が
置
い
て
あ
っ
て
、
す
ご
い

な
と
。
俳
句
が
浮
か
ん
で
く
る
よ
う

な
街
で
す
ね
。

─
俳
句
は
さ
れ
て
い
た
ん
で
す
か
。

梅
沢
　
全
然
！
　
番
組
に
出
る
こ
と

に
な
っ
て
、
初
め
て
俳
句
を
作
り
ま

し
た
。
本
を
買
っ
た
ら
、「
季
語
」
と

い
う
の
が
出
て
く
る
。
そ
れ
す
ら
知

※ 3 ／テレビの俳句コーナーで紹介された梅沢富美男さんの句。
「引き残して」と動詞で読めば運動会前日の情景を、また、「ラ
イン引き」と名詞で解釈すれば、運動会終了後のがらんとした
校庭にぽつんと残されたライン引きを想起させる。このように、２
つの解釈が可能な句として、夏井さんから高い評価を受けた。

ら
な
か
っ
た
ん
で
す
。

夏
井
　
舞
台
の
役
者
さ
ん
だ
か
ら
、

俳
句
を
嗜た
し
なん

で
お
ら
れ
る
と
思
っ
て

た
ん
で
す
け
ど
ね
。

─
梅
沢
さ
ん
が
番
組
で
最
初
に
詠
ん

だ
句
が
「
頬
紅
き
少
女
の
髪
に
六
つ

の
花
」
で
し
た
。
こ
の
句
を
ご
覧
に

な
っ
て
、
い
か
が
で
し
た
か
。

夏
井
　
番
組
が
始
ま
っ
た
当
初
、
そ

ん
な
季
語
を
知
っ
て
る
人
は
出
て
こ

な
か
っ
た
の
で
、「
こ
の
人
は
ち
ゃ
ん

と
歳
時
記
を
手
に
、
嗜
み
と
し
て
作

っ
て
お
ら
れ
る
」
と
思
い
ま
し
た
。

「
六
つ
の
花
」と
い
う
季
語
は
ど
こ
か

ら
出
て
き
た
ん
で
す
か
。

梅
沢
　
芝
居
で
よ
く
使
う
ん
で
す
。

ま
た
、
芝
居
の
セ
リ
フ
に
出
て
く
る

「
優う
ど
ん
げ

曇
華
」も
季
語
だ
と
は
知
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、仇
討
ち
の
場
面
に「
こ

こ
で
逢
う
た
は
優
曇
華
の
花
待
ち
え

た
る
今
日
の
対
面
」
と
い
う
セ
リ
フ

が
あ
り
、
季
語
だ
と
わ
か
っ
て
俳
句

に
使
い
ま
し
た
。

夏
井
　
俳
句
歴
の
長
い
人
で
も
、「
優

曇
華
」
と
い
う
季
語
を
知
ら
な
い
人

が
ほ
と
ん
ど
だ
と
思
い
ま
す
。

─
芝
居
の
リ
ズ
ム
が
身
に
つ
い
て
い

る
か
ら
、
ポ
ポ
ン
と
俳
句
を
お
作
り

に
な
れ
る
ん
で
す
ね
。

梅
沢
　
俳
句
の
五
七
五
も
芝
居
の
七

五
調
も
語
呂
が
良
く
て
、
耳
通
り
が

い
い
。
だ
か
ら
、
す
っ
と
俳
句
に
入

れ
ま
し
た
。

─
で
も
、
俳
句
は
一
文
字
の
使
い
方

が
難
し
い
で
す
よ
ね
。

夏
井
　
た
し
か
に
そ
う
で
す
が
、
一

文
字
の
使
い
方
を
説
明
す
る
と
、
出

演
者
や
視
聴
者
か
ら
は「
な
る
ほ
ど
」

と
、
腑
に
落
ち
た
反
応
が
返
っ
て
き

ま
す
。
ま
た
、梅
沢
さ
ん
の
名
句「
ラ

イ
ン
引
き
残
し
て
つ
る
べ
落
と
し
か

な
」
の
よ
う
に
、
二
つ
の
意
味
を
も

つ
俳
句
も
あ
る
。
ど
ち
ら
の
意
味
に

読
む
の
が
、
こ
の
作
品
に
と
っ
て
幸

せ
な
の
か
を
考
え
ま
す
ね
。

梅
沢
　
俳
句
を
や
っ
て
る
と
、
言
葉

を
覚
え
る
し
、
漢
字
が
読
め
る
よ
う

に
な
る
。「
昔
は
こ
う
い
う
漢
字
を
使

っ
て
た
ん
だ
」
と
再
確
認
す
る
こ
と

も
あ
る
。
奥
が
深
い
で
す
よ
。

今
や
す
っ
か
り

「
俳
句
の
お
じ
さ
ん
」

梅
沢
　
最
近
は
町
を
歩
い
て
い
る
と
、

子
ど
も
や
学
生
さ
ん
に
「
俳
句
の
お

じ
さ
ん
」っ
て
言
わ
れ
る
ん
で
す
。若

い
人
が「
サ
イ
ン
く
だ
さ
い
」と
言
う

の
で
女
形
の
写
真
を
見
せ
る
と
び
っ

く
り
し
て
、「
こ
れ
誰
で
す
か
」「
お

じ
さ
ん
だ
よ
」「
女
装
で
す
か
？
」

っ
て
。（
笑
）

─
俳
句
は
い
つ
作
る
ん
で
す
か
。

梅
沢
　
舞
台
の
休
憩
時
間
や
移
動
中

で
す
。

夏
井
　
ス
タ
ジ
オ
の
ロ
ビ
ー
で
梅
沢

さ
ん
に
ば
っ
た
り
お
会
い
し
た
時
、

小
さ
い
手
帳
を
出
し
て
、「
本
当
は
こ

れ
を
出
そ
う
と
思
っ
た
ん
で
す
け
ど
、

こ
っ
ち
の
句
だ
っ
た
ら
、
も
っ
と
い

い
点
に
な
り
ま
し
た
か
」
っ
て
質
問

さ
れ
た
ん
で
す
。

─
努
力
の
人
で
す
ね
。

夏
井
　
小
さ
い
句
帳
に
小
さ
い
字
で

い
っ
ぱ
い
書
き
込
ん
で
い
て
。
常
に

持
ち
歩
い
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
俳

句
は
一
冊
の
ノ
ー
ト
を
手
に
す
る
の

が
ス
タ
ー
ト
な
の
で
、
ち
ょ
っ
と
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。

─
締
め
切
り
が
大
変
で
は
。

梅
沢
　
本
番
の
三
日
ぐ
ら
い
前
に
お

題
が
出
て
、じ
ー
っ
と
考
え
る
。「
名

人
」に
な
っ
て
か
ら
は
、「
名
人
ら
し
い

季
語
を
見
つ
け
て
句
を
作
ら
ね
ば｣

と
い
う
考
え
が
出
て
き
て
、
壁
に
ぶ

ち
当
た
っ
て
い
ま
す
。

─
い
つ
き
さ
ん
も
お
忙
し
い
な
か
、多

く
の
俳
句
を
作
っ
て
お
ら
れ
ま
す
ね
。

夏
井
　
そ
れ
は
俳
句
を
作
る
の
が
楽

し
い
か
ら
。
俳
句
っ
て
上
手
も
下
手

も
関
係
な
く
て
、
季
語
を
覚
え
た
り

吟
行
に
行
っ
た
り
、
す
べ
て
楽
し
い
。

梅
沢
　
昔
の
人
は
手
紙
で
、俳
句
ま
が

い
の
こ
と
を
書
い
て
思
い
を
告
白
し

た
と
考
え
る
と
、お
し
ゃ
れ
で
し
た
ね
。

夏
井
　
手
紙
の
な
か
で
、
俳
句
で
愛

を
語
ら
れ
た
ら
、
私
、
赤
で
直
し
て

返
す
か
も
。（
笑
）

俳
句
道
を
ま
っ
し
ぐ
ら

梅
沢
　
私
は
夏
井
先
生
の
本
を
何
冊

も
買
っ
て
勉
強
し
て
る
ん
で
す
が
、

伊
月
集
『
龍
』
の
一
句
、「
父
に
似
た

男
と
暮
ら
す
蜆し
じ
み汁

」
を
読
ん
で
、
ド

キ
ッ
と
し
ま
し
た
。
実
は
う
ち
の
娘

が
婚
約
し
た
ん
で
す
。

夏
井 

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

梅
沢
　
め
で
た
く
な
い
で
す
よ
。
自

分
の
こ
と
は
自
分
が
一
番
よ
く
知
っ

て
ま
す
か
ら
、
娘
の
相
手
が
俺
の
よ

う
な
男
だ
っ
た
ら
嫌
だ
な
と
思
っ
た
。

私
が
今
悩
ん
で
い
る
こ
と
と
先
生
の

句
が
マ
ッ
チ
ン
グ
し
た
ん
で
す
。

夏
井
　
誰
か
の
経
験
や
過
去
が
自
分

の
現
在
と
い
き
な
り
ヒ
ッ
ト
す
る
っ

て
こ
と
、
あ
り
ま
す
ね
。

梅
沢
　
俳
句
は
癒
し
に
も
な
り
ま
す

か
ら
、
先
生
が
俺
の
心
を
慰
め
て
く

れ
た
と
思
い
ま
し
た
。
私
は
芸
能
界

で
一
番
初
め
の
夏
井
先
生
の
弟
子
で

あ
り
、「
い
つ
き
組
」
組
員
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
「
夏
井
富
美
男
」
と
呼

ん
で
く
だ
さ
い
。（
笑
）

夏
井
　
い
つ
き
組
は
、
松
山
か
ら
日

本
中
、
世
界
中
に
俳
句
の
種
ま
き
を

一
緒
に
し
ま
し
ょ
う
、
と
い
う
グ
ル

ー
プ
で
す
。
梅
沢
さ
ん
は
本
気
で
や

っ
て
く
れ
て
い
る
。
確
実
に
芸
能
人

の
作
る
俳
句
レ
ベ
ル
が
上
が
っ
て
い

ま
す
。
で
す
か
ら
、
梅
沢
さ
ん
が
や

っ
て
る
こ
と
が
、
も
う
す
で
に
俳
句

を
広
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
よ
。

梅
沢
　
僕
に
は
青
森
の
血
が
入
っ
て

い
る
ん
で
す
が
、
あ
っ
ち
で
も
俳
句

が
盛
ん
に
な
っ
て
、
み
ん
な
テ
レ
ビ

を
観
て
い
る
。「
ダ
メ
な
句
で
も
、
夏

井
先
生
が
二
三
直
せ
ば
素
晴
ら
し
い

俳
句
に
な
る
。
こ
れ
が
す
ご
い
ね
」

っ
て
言
っ
て
ま
し
た
。（
拍
手
）

夏
井
　
い
や
ー
、
面
と
向
か
っ
て
褒

め
ら
れ
る
っ
て
え
え
で
す
ね
。（
笑
）

─
一
番
弟
子
と
し
て
、
来
年
は
ぜ
ひ

俳
句
づ
く
り
の
舞
台
裏

梅
沢
富
美
男
×
夏
井
い
つ
き

ト
ー
ク
シ
ョ
ー

司会：やのひろみ

（
平
成
28
年
10
月
29
日  

於
・
松
山
市
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

※
１
／
歳
時
記
で
は
「
六
花
」。
雪
の
結
晶
が
六
角
形
に
凍
る
こ
と
か
ら
、
雪
を
表
す
冬
の
季
語
。　

※
２
／
ク
サ
カ
ゲ
ロ
ウ
の
卵
で
、
カ
ビ
の
花
の
よ
う
に
見
え
る
。
夏
の
季
語
。

※
2

※
3

※
1

　松山は正岡子規や高浜虚子などの俳
人も輩出していますが？ 
　「そういう俳人たちの句は知らないんで
す。もっぱら夏井先生の本で勉強してい
ます。わかりやすいでしょ。夏井先生が
俳句をぐっと身近にしてくれた。そこが先
生のすごいところです」
　松山を少し散歩されたそうですが？

「松山の街は、路面電車とタクシーが
併走したり、裏道に入ったら小川が流れ
ていたり…風情がありますね。文豪の生
まれる雰囲気があるなと思いました」

楽屋裏で

夏
井
さ
ん
と
俳
句
対
局
を
。

梅
沢
　
無
理
で
す
よ
ー
。

夏
井
　
じ
ゃ
あ
、
東
京
で
時
々
、
お

酒
を
飲
み
な
が
ら
対
局
の
練
習
を
し

ま
し
ょ
う
か
。

─
で
は
、
お
二
人
の
お
好
き
な
ハ
イ

ボ
ー
ル
を
手
に
、
松
山
で
俳
句
対
局

と
い
う
こ
と
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。 （
拍
手
）

夏井いつき（なつい・いつき）
俳人。昭和 32 年愛媛県生まれ。「俳句甲子園」創設時
から運営に携わるほか、俳壇選者、ラジオ・テレビ出演
など、「俳句の種まき」活動を幅広く展開中。平成 27 年、
俳都松山大使に就任。俳句集団「いつき組」組長。

梅沢富美男（うめざわ・とみお）
俳優・歌手。昭和 25 年福島県生まれ。女形
で話題となり「下町の玉三郎」として一躍スタ
ーに。現在は「梅沢劇団」三代目座長として、
舞台・ドラマ・映画・バラエティなどで大活躍。
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水
鏡
さ
ん
に
と
っ
て
松
山
の
最
大

の
魅
力
は
、人
と
の
繋
が
り
だ
と
い
う
。

　「
セ
ミ
ナ
ー
の
講
師
に
呼
ん
で
い
た

だ
い
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
地
元
の

経
営
者
の
方
と
話
す
機
会
が
増
え
ま

し
た
。
意
識
の
高
い
人
た
ち
に
出
会

う
こ
と
で
、
私
の
物
の
見
方
や
考
え

方
が
変
わ
り
、
一
気
に
視
野
が
広
が

り
ま
し
た
。
地
方
に
も
素
敵
な
人
は

た
く
さ
ん
い
ま
す
し
、
出
会
え
る
チ

ャ
ン
ス
も
あ
る
。
社
会
的
立
場
の
高

い
人
と
は
、
都
会
よ
り
も
出
会
い
や

す
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
松
山
に
来
て
、
自
分
か
ら
積
極
的

に
売
り
込
ん
だ
わ
け
で
は
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
人
か
ら
人
へ
と
ご
縁
が

繋
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
こ
の
街
の

人
た
ち
は
と
に
か
く
温
か
く
て
、
応

援
し
て
く
れ
る
。
人
脈
の
広
が
り
と

同
時
に
仕
事
の
幅
も
広
が
っ
て
い
き
、

私
の
活
動
は
一
変
し
ま
し
た
」

　
絵
に
描
い
た
よ
う
な
人
生
の
好
転
。

水
鏡
さ
ん
の
資
質
や
努
力
に
、
松
山

ブ
な
仕
事
を
す
る
人
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
が
あ
れ
ば
ど
こ
に
住
ん
で
い

て
も
仕
事
が
で
き
ま
す
し
、
私
自
身
、

う
ち
に
籠
も
っ
て
仕
事
を
し
て
い
る

時
間
が
長
い
の
で
す
が
、
日
常
の
利

便
性
は
、
暮
ら
し
て
い
く
上
で
大
切

な
こ
と
で
す
ね
」

す
い
で
す
ね
。
車
を
持
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、
ス
ー
パ
ー
へ
行
く
の
も
郵
便

局
や
病
院
へ
行
く
の
も
、
移
動
は
自

転
車
が
あ
れ
ば
事
足
り
る
の
で
、
不

便
を
感
じ
ま
せ
ん
。
路
面
電
車
も
便

利
な
ん
で
す
よ
。

　
漫
画
家
の
よ
う
な
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

　
水
鏡
さ
ん
は
、
松
山
暮
ら
し
を
次

の
よ
う
に
語
る
。

　「
街
な
か
に
住
ん
で
い
ま
す
が
、
家

賃
は
安
い
し
、
と
に
か
く
暮
ら
し
や

水み
か
が
み鏡

な
お
さ
ん（
33
歳
）   

愛
媛
県
西
条
市
⇓

松
山
市

ど
ん
ど
ん
ご
縁
が
広
が
っ
て
、
漫
画
家
と
し
て
花
開
く

”

“

　全国を巡回する
企画展などの催し物
に、しばしば出向い
て、刺激をもらうと
いう。松山の真ん
中の城山公園（堀
之内）にあるが、
街の喧噪から隔離
されており、静かに
ゆっくりとアートが愉
しめる場所。

　和の雰囲気が好
きで、道後温泉本
館や道後商店街な
ど、道後界隈をぶ
らぶら歩くとか。足
湯めぐりをすることも。
仕事で煮詰まった
時は、道後や松山
城などの観光スポッ
トに癒されに出かけ
るそうだ。

2013 年、松山に移り住んだ
頃から、小学館の月刊漫画雑
誌「Cheese！」に4コマ漫画
「よっくんといっしょ」の連載
がスタート。13 歳年下の弟よ
っくんとの日常をユーモラスに
描いたストーリーが人気を博し、
2015 年に単行本化された。

水鏡さんの初のコミックス
「よっくんといっしょ」
（小学館発行）

自
転
車
が
あ
れ
ば

事
足
り
る
街

県
内
の
実
家
か
ら
飛
び
出
し
て
、
松
山
に
移
り
住
ん
だ
水
鏡
な
お
さ
ん
。

背
水
の
陣
で
漫
画
に
取
り
組
む
た
め
の
、
一
大
決
心
だ
っ
た
。

松
山
へ
の
移
住
は
大
正
解
で
、
今
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
実
感
し
て
い
る
と
い
う
。

充
実
し
た
日
々
と
松
山
の
魅
力
を
う
か
が
っ
た
。

人
と
の
出
会
い
で

意
識
が
か
わ
る

の
良
さ
と
地
方
都
市
の
良
さ
が
合
致

し
て
、
花
開
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　「
新
し
い
出
会
い
と
活
動
を
繰
り

返
す
う
ち
に
、
セ
ラ
ピ
ー
の
仕
事
に

も
興
味
を
持
ち
は
じ
め
、
カ
ラ
ー
や

カ
ー
ド
を
使
っ
て
、
か
つ
て
の
自
分

の
よ
う
に
人
生
に
迷
っ
て
る
人
に
、

本
来
の
生
き
方
へ
導
く
ア
ド
バ
イ
ス

を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
い
つ
か
漫
画
と
も
組
み
合
わ
せ
て
、

独
自
の
道
を
切
り
開
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
意
味
が
あ
っ
て
出
会
う

方
が
、
も
っ
と
も
っ
と
良
く
な
り
ま

す
よ
う
に
」

　
自
分
を
高
め
る
た
め
に
、
時
々
、

東
京
へ
出
向
い
て
勉
強
す
る
。
し
か

し
、
拠
点
は
あ
く
ま
で
松
山
。
こ
の

街
に
密
着
し
て
今
ま
で
に
な
い
世
界

を
作
り
出
し
た
い
と
、
ま
す
ま
す
夢

を
膨
ら
ま
せ
て
い
る
。

松
山
で
見
つ
け
た

水
鏡
さ
ん
の

お
気
に
入
り

松山暮らしがくれた好機

愛
媛
県
美
術
館

道
後
の
ま
ち
あ
る
き

は
じ
め
ま
し
て
！

は
じ
め
ま
し
て

水
鏡
な
お
で
す

最
初
は
自
分
の

漫
画
を
描
き
な
が
ら

名
刺
を
も
っ
て
交
流
会
で

う
ろ
う
ろ
し
て
い
た
ら

仕
事
が
舞
い
込
ん
で

く
る
よ
う
に

う
ち
の
サ
ー
ビ
ス
の

P
R
漫
画

描
い
て
よ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

作
っ
て

ほ
し
い
わ
ぁ

松
山
に
来
て

ほ
ん
と
う
に
た
く
さ
ん
の

方
に
支
え
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す

こ
れ
か
ら
も
私
だ
か
ら

で
き
る
こ
と
に
も
り
も
り

挑
戦
し
て
い
き
た
い
で
す
っ

わ
ー

是
非
是
非
ー
っ

実
は
松
山

に
は
全
国
で

活
躍
さ
れ

て
い
る

漫
画
家
さ
ん

た
く
さ
ん

い
ま
す
！

空
港
も
近
い
の
で

出
版
社
の
あ
る

東
京
に
も
さ
っ
と

行
け
て
便
利
！

近
所
に
お
出
か
け

な
ノ
リ
で
行
っ
た
ら

い
や
い
や

な
お
ち
ゃ
ん

愛
媛 

遠
い
か
ら

そ
う
な
ん
？

松
山
在
住
の
漫
画
家

さ
ん
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を

4
件
か
け
も
ち

し
て
ま
し
た

鳴
か
ず
飛
ば
ず
の
ま
ま

時
は
過
ぎ
…

気
づ
け
ば
3₀
歳
手
前

₁₀
代
で
プ
ロ
デ
ビ
ュ
ー

し
た
も
の
の

実
家
か
ら

飛
び
出
し
松
山
で

一
人
暮
ら
し
を

は
じ
め
ま
し
た

大
丈
夫
か
な

生
活
で
き
る
か
な

う
う

居
づ
ら
い

松
山
市
内
で
細
々
と

ま
ん
が
を
描
い
て
ま
す

引
っ
越
し
て

丸
3
年
で
す
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松
山
Ｍ
Ａ
Ｐ

アクセス

松
山
市
は
、
中
心
部
に
都
市
機
能
が
集
ま
り
、

路
面
電
車
が
活
躍
す
る
、
と
っ
て
も
便
利
な
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
。

街
の
真
ん
中
に
は
お
城
が
そ
び
え
て
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
に
な
り
、

市
街
地
か
ら
道
後
温
泉
ま
で
は
電
車
で
10
分
と
い
う
近
さ
。

旅
が
し
や
す
く
暮
ら
し
や
す
い
街
な
の
で
す
。

飛行機	 羽田空港〜松山空港　約1時間30分（JAL-ANA）
　　　　	 成田空港〜松山空港　約1時間40分（ジェットスター）
　　　　	 (松山空港から市内中心部までリムジンバスでたった20分）
JR　　	 東京駅〜（新幹線	約3時間30分）〜岡山駅〜（予讃線	約3時間）〜松山駅
JR＋船　	 東京駅〜（新幹線	約4時間）〜広島駅〜広島港〜（高速船	約70分）〜松山観光港
長距離バス　	 東京駅〜松山駅　約12時間20分

東 京 か ら 9 0 分 で ひ と っ 飛 び！

市
街
地
Ｍ
Ａ
Ｐ

松
山
市
の
周
辺
に
は
、
個
性
的
な
ま
ち
、

魅
力
的
な
ス
ポ
ッ
ト
が
い
く
つ
も
あ
る
。

ち
ょ
っ
と
足
を
延
ば
し
た
だ
け
で
、

海
へ
山
へ
と
出
か
け
ら
れ
る
の
も
魅
力
だ
。

プ
ラ
ス
α
の
旅
の
思
い
出
を
作
っ
て
み
よ
う
。

愛媛県立
とべ動物園

町立久万
美術館

坊っちゃん
劇場

久万高原町
砥部町

伊予市

瀬戸内海
（伊予灘）

松前町

松山市

東温市

松山
自動
車道

松山城

三津浜港

松山空港
JR松山駅

松
山
市
駅

ふ
た
み

シ
ー
サ
イ
ド
公
園

松
山
観
光
港

JR
予讃
線

伊
予
鉄
道

郡
中
線

伊
予
鉄
道

高
浜
線

伊予鉄道横河原線

33

379

11
56

196

56

378

エミフル
MASAKI

足
を
の
ば
し
て

個
性
的
な
ま
ち
へ

松
山
近
隣
の
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト

皿ヶ嶺の麓に広がる田園地帯で裸
麦の一大産地。峠道の桜三里には
見事な桜並木がある。坊っちゃん
劇場や愛大医学部附属病院も。

　松山に最も近い有人島「興居島」に、農園付お試し移住施
設「興居島体験滞在型交流施設」がオープンします。松山市
中心部から電車とフェリーで約35分という好環境で島暮らし
を体験してみませんか。全ての区画が農園付きで家庭菜園
が楽しめるうえ、農作業に不慣れな方も地元の方が指導して
くれます♪1月末まで入居者募集中。詳しくはＨＰをチェック！

石鎚山系の大自然が魅力。面河渓、
町立久万美術館、四国霊場(大宝
寺・岩屋寺）、道の駅天空の郷（さ
と）さんさんなど注目スポットが多い。問い合わせ先

松山市坂の上の雲まちづくりチーム／TEL089-948-6816

のどかな焼き物の里。砥部焼の窯
元は100軒近くあり、窯元巡りがお
もしろい。とべ動物園では人気モノ
が次 と々誕生している。

削り節の生産が盛ん。郡中のノスタ
ルジックな町並みや、海のそばにあ
り夕日の美しいJR下灘（しもなだ）
駅などが、来訪者をひきつけている。

自然湧水を活用した3箇所の親水
公園や、県内外からの集客を誇る
エミフルMASAKIなど、小さいなが
らも都市と自然が調和するまち。

10周年を迎えた西日本初の地域劇
場。平成29年は、11作目となる子規･
漱石生誕150年記念作品ミュージカル
「52days」を平成29年1月28日から
平成30年1月初旬まで上演予定。「日本の夕陽百選」に選ばれている伊予市

双海町。ここは夕日が美しく見えるスポットと
して地元でも人気。美しい砂浜も魅力。

200店舗超のショップは四国や愛媛に初
上陸した店が多数、年間1000件超のイベ
ント開催とトレンドを発信する四国最大級
SC。県内有数のイルミネーションスポット。

約160種760点の動物たちがエリア別に暮
らす。ホッキョクグマのピースなど人気者が
いっぱい。動物が身近になる多彩なイベン
トもチェック。

山間にある木造建築の美術館。村山槐多ら
の日本近代洋画や書画など約900点を所蔵
し、約70点を展示。年1回企画展を開催。

東
とうおんし

温市

砥
とべちょう

部町

久
く ま

万
高
こうげんちょう

原町

伊
い よ し

予市

松
まさきちょう

前町

「恋人の聖地」は夕日の名所
ふたみシーサイド公園（伊予市）

四国初、
愛媛初がいっぱいのＳＣ
エミフルMASAKI（伊予郡松前町）

農園付お試し移住施設が、
4月「興

ご

居
ご

島
し ま

」に誕生!

☎089-986-0522　
交通／JR松山駅から予讃線普通伊予大
洲行きで約35分、伊予上灘駅下車、徒歩5
分〈約22㎞〉

☎089-984-2111
交通／松山市駅から伊予鉄道郡中線郡
中港駅行きで14分、古泉駅下車、徒歩す
ぐ〈約8㎞〉

☎089-955-1174
交通／松山市駅から伊予鉄道横河原
線横河原行きで27分、見奈良駅下車、
徒歩6分〈約14㎞〉

標高520ｍの地にある
木造美術館
町立久万美術館（上浮穴郡久万高原町）

展示もユニーク、
西日本屈指の動物園
愛媛県立とべ動物園（伊予郡砥部町）

西日本初の
ミュージカル常設劇場
坊っちゃん劇場（東温市）

こんなまちです！

☎089-962-6000　
交通／松山市駅から伊予鉄バス「えひめこ
どもの城」行きで36分「とべ動物園前」下車、
徒歩5分〈約10㎞〉

☎0892-21-2881	
交通／JR松山駅から久万方面行きバスで
約70分、久万中学校前バス停下車、徒歩約
10分〈約30㎞〉

興居島体験滞在型交流施設 検 索

　松山・道後の新たな温泉文化を発
信する拠点として、飛鳥時代をイメー
ジした湯屋の再現をコンセプトとし
た温泉施設がオープン。内部空間は、
「太古の道後」をテーマに、道後温
泉にまつわる伝説や物語などを、「愛
媛の伝統工芸」と「最先端アート」をコ
ラボレーションした作品で演出。「温
泉の癒し」と「美術館の雰囲気」をお
楽しみください。

（仮称）椿の湯別館が
今年9月オープン

島に 道後に
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松
山
へ
の
旅
や

特
産
品
な
ど

素
敵
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
が

当
た
り
ま
す

『
暖
暖
松
山
』
11
号
は
い
か
が
で
し
た
か
。

お
読
み
い
た
だ
い
た
方
の
中
か
ら
、

抽
選
で
松
山
の
素
敵
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
当
た
り
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
か
ス
マ
ホ
、
ハ
ガ
キ
で
、

ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

ハガキでご応募
ハガキに次の①〜⑦を明記して、下記までお送りください。
①ご希望のプレゼント番号（ひとつ）②本誌を読んだ感想③〒住所④お名前⑤年齢⑥性別⑦電話番号

〒 102-8515 （住所不要）サンケイリビング新聞社 行政協働事業部 「暖暖松山」プレゼント事務局

パソコン・スマホでご応募
　　　　   https://www.dandanmatsuyama.com/dandan/

亀井製菓から
銘菓「坂の上の雲」
9 個入り
小説『坂の上の雲』にちなんだ銘菓。
甘酸っぱい梅を乳菓風の餡でくるんだ
饅頭で、上にはホワイトチョコレートで
一片の雲を表現。亀井製菓ではタルト、
坊っちゃん団子など地元ゆかりの商品
を製造。松山空港、JR 松山駅などで
販売。
亀井製菓 ☎ 089-931-5051
http://www.kameiseika.jp/

伊織 松山店から
セキユリヲデザイン

「タンポポフェイスタオル＆
ミニハンカチセット」
松山城ロープウェイ乗り場の隣に位置
する「伊織」は、今治タオル取扱店。
今や品質の高さで世界にその名を馳
せる今治タオルは、お土産や自分用
に絶大な人気を誇ります。品質にもデ
ザイン性にも優れている伊織オリジナ
ル商品のセットです。
伊織 松山店 ☎ 089-993-7557
https://www.i-ori.jp/

わかみや真珠店から
「淡水パール＆
オニキスネックレス」76cm ロング
愛媛は日本一の真珠の産地。わか
みや真珠店は、愛媛で最初に真珠
養殖を開始、愛媛真珠の歴史を作
ってきた老舗。宇和島産真珠をはじ
め海外商品も取り扱っています。ロ
ープウェー街に本店、道後商店街
に道後店があります。
わかみや真珠店本店 ☎ 089-931-0715
http://wakamiya-pearl.com/

まつやま農林水産物ブランド認定
「せとか」

3㎏程度
清見、アンコール、マーコットという
人気柑橘のいいとこ取りから生まれ
た平成生まれの新品種。“ 柑橘の
最高峰 ” とも称される「せとか」は、
表面は光沢のある橙色、皮はうすく
てむきやすく、袋ごと食べやすいの
も魅力です。
まつやま農林水産物ブランド化推進協議会
http://www.matsuyama-brand.com/
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パソコン・スマートフォンでご覧になれます
暖暖松山プレゼント 検 索

❷ ❸ ❹ ❺

松山
道後の旅に
ご招待
成田〜松山往復航空券
＋松山東急 RE I ホテル
1 泊朝食付宿泊券
松山城ロープウェー街の入口に
立地する、アクセスの良さが魅力
のホテル。松山城や坂の上の雲
ミュージアム、萬翠荘など、松山
の観光名所はもちろん、四国有
数の商店街である大街道も徒歩圏内。朝食（ブッフェ）は 2 階レストラン「ピ
ノモンテ」でどうぞ。成田ー松山を結ぶジェットスターの航空チケットをセットに
した宿泊券で、松山・道後の旅をお楽しみください。
松山東急 REI ホテル☎ 089-941-0109
http://www.matsuyama.rei.tokyuhotels.co.jp/
※航空券及び宿泊券の利用は繁忙期を除きます。
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